
書道・絵画・陶芸の部
会期：２月１６日(土)～２４日(日)
会場：野市図書館（書道・絵画の部）
　　　　　香我美図書館（陶芸の部）

　　

写
真
、書
道
、洋
画
、日
本
画
、陶
芸
の
5
部
門
の
入
賞
・
入
選
作
品
と
審

査
員
、無
鑑
査
、招
待
作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た「
第
7
回
香
南
市
美
術

展
覧
会
」が
２
期
に
わ
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　

会
期
中
、写
真
の
部
に
は
763
人
、書
道
・
絵
画
の
部
に
は
757
人
、陶
芸
の
部

に
は
198
人
と
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
鑑
賞
客
が
来
場
し
、レ
ベ
ル
の
高
い
作

品
に「
い
い
作
品
や
ね
」「
上
手
や
ね
え
」と
言
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

■審査員

写　　真／英　伸三

書　　道／大野祥雲

洋　　画／竹村文男

日本画／市川雅彦

陶　　芸／西邨　滋

（敬称略）

写真の部
会期：１月１９日(土)～２７日(日)
会場：野市図書館

写
真　
「
月
光
に
煌
く
」

北
村
健
三（
土
佐
市
）

洋
画　
「
小
さ
な
命
」

島
村
立
法（
野
市
町
）

書道　「蘇東坡詩」

福原曉雲（東洋町）

日本画　「好日」

市川貴子（高知市）

陶芸「花器　雨あがり」

髙瀬哲男（高知市）

《
写
真
の
部
》

【
褒
状
】〔
香
我
美
町
〕河
野
彰
子

　
〔
野
市
町
〕中
村
征
男

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕十
万
孝
雄

　
〔
赤
岡
町
〕川
添
浩
介

【
入
選
】〔
赤
岡
町
〕横
矢
実
穂

　
〔
香
我
美
町
〕別
役
悦
子
・
谷
岡
賢
二　

　
〔
野
市
町
〕氏
原
敏
文
・
藤
田
茂
男
・
岸
田

昌
親
・
恒
石　

丹
・
小
松
昭
夫
・
武
田
啓

愈
・
大
庭
延
美
・
野
嶋　

積
・
坂
本
守
正
・

太
田
和
子
・
横
田
啓
輔
・
吉
川
健
一
・
山
西

典
夫
・
半
田
中
將
・
武
内　

巌
・
野
村
初

枝
・
小
笠
原
栄
八
・
小
松
昭
三
・
川
村
邦
夫

《
書
道
の
部
》

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕常
光
雨
汀

　
〔
夜
須
町
〕佐
々
木
和
子

真状励選
親

大
夫小

《《《《
写写写
真

【【
褒褒褒
状状

〔〔〔
野野

【【
奨奨奨
励励

〔〔〔
赤赤

【
入入入
選選

〔〔〔
香香

〔〔〔
野野

昌昌昌昌昌
親親

愈愈愈愈愈
・
大大

太太太太
田田

典典
夫
典
夫

枝
・
小

枝枝

小

第7回第7回

香
南
市

香
南
市

美
術
展
覧
会

美
術
展
覧
会

第7回

香
南
市

美
術
展
覧
会

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕矢
島
京
華

【
招
待
】〔
野
市
町
〕竹
森
桂
翠

【
入
選
】〔
赤
岡
町
〕金
子
優
妃

　
〔
野
市
町
〕
島
内　

瑞
・
溝
渕
文
泉
・
町
田
尚

桜
・
畠
中
延
子
・
寺
村
真
柳
・
宮
﨑
郁
圭
・
公

文
美
保
・
岩
井
純
子
・
溝
渕
龍
紀
・
和
田
瑛

子
・
高
栁
志
保
・
刈
谷
祐
子
・
大
谷
貴
恵
・
中

島
乃
舞

　
〔
夜
須
町
〕中
村
雅
子
・
城
武
美
穂

《
絵
画（
日
本
画
）の
部
》

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕常
石
峰
子

【
入
選
】〔
香
我
美
町
〕西
窪
映
子
・
島
田
清

子
　
〔
野
市
町
〕吉
岡
澄
子
・
真
島
寿
子

　
〔
夜
須
町
〕清
藤
禮
次
郎

《
絵
画（
洋
画
）の
部
》

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕岡
本
康
子

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕太
田
和
雄

【
無
鑑
査
】〔
野
市
町
〕中
谷
政
勝

【
入
選
】〔
赤
岡
町
〕北
代
正
志

　
〔
香
我
美
町
〕山
田
在
延
・
小
藤　

武

　
〔
野
市
町
〕
杉
本　

平
・
和
田
千
草
・
田
村

崇
・
白
川
大
雄
・
藤
原
真
弓
・
堅
田
泰
宏

　
〔
夜
須
町
〕溝
渕
裕
泉
・
坂
井
る
み

《
陶
芸
の
部
》

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕池
添　

要

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕形
見
浤
三

【
入
選
】〔
香
我
美
町
〕西
森
智
惠

　
〔
野
市
町
〕田
内
晶
子
・
福
田
光
子

　
〔
夜
須
町
〕熊
谷
純
子
・
永
野
文
夫

　
〔
吉
川
町
〕中
澤
都
志
子

入
賞
者 ―

特
選
以
外
は
市
在
住
者
の
み
掲
載
（
敬
称
略
）―

市
長
談
話
室
6

　3月14日、香南市内の中学校で卒業式が行わ
れ、私は香我美中学校へ行かせていただきまし
た。卒業生の力強い瞳と胸を張りしっかりと前を
向く姿が、とても印象的でした。そして、送辞と答
辞には感謝の気持ちがたくさんつづられており、
胸に迫るものがありました。
　感動に浸りながら、思い出した本があります。
左で紹介の『時生』です。親の立場になって初め
てわかる大変さ。でも、子どもと向き合い共に悩
むことで親も成長させてもらっています。そこで子
どもたちに一言。「生まれてきてくれてありがとう」

　

最
近
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で「
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
体
験
型
講
座
と
し

て
、20
世
紀
初
め
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
行

わ
れ
た
授
業
が
起
源
と
言
わ
れ
、現
在
は

住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
や
企
業
研
修

等
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
手
法
で
す
。

そ
の
特
徴
は
、行
政
側
だ
け
の
考
え
で
物

事
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、地
域
に
か
か
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
、課
題
解
決

の
た
め
に
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

計
画
を
立
て
て
事
業
を
進
め
て
い
く
共
同

作
業
で
す
。み
ん
な
で
考
え
る
か
ら
こ
そ
、

よ
り
身
近
な
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
、地
域
の
実
情
に
添
っ
た
も
の
に

な
り
ま
す
。

　

香
南
市
で
は
、津
波
浸
水
想
定
地
域
の

そ
れ
ぞ
れ
で
、昨
年
６
月
か
ら
本
年
１
月
に

か
け
て
全
７
回
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
必
要

な
と
こ
ろ
、避
難
道・避
難
路・避
難
誘
導
灯

の
整
備
の
必
要
な
と
こ
ろ
な
ど
を
検
討
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
意
見
を
参
考

に
、平
成
25
年
度
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

15
基
設
置
す
る
予
定
で
す
。そ
の
ほ
か
、設

置
の
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、県
の
事
業

も
含
め
、平
成
26
年
度
以
降
の
実
施
と
な

り
ま
す
。工
事
の
着
工
は
、地
権
者
の
方
や

地
域
の
方
と
の
合
意
が
整
っ
た
も
の
か
ら

順
次
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、実
施
時

期
は
、県
の
予
算
措
置
を
見
な
が
ら
と
な

り
ま
す
。ま
た
、現
在
作
成
中
の
津
波
避
難

計
画
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、で
き
あ
が
り

次
第
、配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

地
域
防
災
に
活
用
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、平
成
25
年
度―

。

　

巨
大
地
震
で
危
険
な
の
は
、沿
岸
地
域

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。東
日
本
大
震
災

で
は
、多
数
の
農
業
用
た
め
池
や
ダ
ム
が

決
壊
し
、下
流
域
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
こ
と
か
ら
農
林
水
産
省
は
、震
度

６
弱
以
上
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

堤
防
や
地
盤
の
強
化
を
促
す
内
容
に
指
針

を
見
直
し
、耐
震
性
を
調
べ
る
費
用
を
国
が

負
担
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

香
南
市
の
農
業
用
た
め
池
は
、野
市
町

東
佐
古
に
あ
る
小
山
池
や
同
町
本
村
の
松

葉
谷
池
、黒
谷
池
な
ど
16
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
た
め
池
の
決
壊
や
土
砂
崩
れ
、液
状

化
な
ど
の
リ
ス
ク
の
あ
る
市
内
の
北
部
地

区
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、本

年
度
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◆
住
民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置

事
前
復
興
の
観
点
か
ら

　
　
　
　
　
　

防
災
を
考
え
る

　
「
事
前
復
興
の
観
点
か
ら
防
災
を
考
え
る
」の
３
回
目
。今
月
は
、住
民
と

共
に
考
え
る「
地
震
・
津
波
避
難
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」に
つ
い
て
で
す
。

地
震
・
津
波

避
難
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ

◆
農
業
用
た
め
池
の
耐
震
化

おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊

(3)

（
関
連
６
・
７
ペ
ー
ジ
）
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